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* 技術調査小委員会委員 

１．調査方法 

2009年１月から2009年 12月までに上市された情報

機器のうち、作像技術に電子写真方式を用いた機器に

ついて、ホームページ、文献などを情報源として調査

を行いその動向をまとめた。分類は市場別とし、SOHO、

オフィス、プロダクションプリンティング、ワイドフ

ォーマットとした。 

 

２．SOHO 向け機器 

2.1 小型化 

設置場所などに制約の多い SOHO 環境への適合性を

高めるために、省設置面積・低背・軽量などを打ち出

した商品が多く商品化され、SOHO 顧客にとっての選択

肢拡大が進んだ。 

・シャープのフルカラーMFP 「MX-C310FX/C381FX」は、

オフィス向けの本格的な A3 複合機と同等の機能を、

A4 サイズ機ならではの省スペースボディに搭載し、

今までスペース的な制約で A3 複合機が置けなかっ

た SOHO 環境においても A3 複合機同等の機能・性能

を提供している。 

・コニカミノルタのフルカラープリンター「magicolor 

1600W/1650W」は、国内最小最軽量のコンパクトボデ

ィで、設置面積1,505平方センチメートル、容積41.4

リットル、質量 14.4kg を実現している。また同じエ

ンジンを採用したフルカラーMFP である「magicolor 

1690MF」は、設置面積 1,729 平方センチメートル、

容積 74.7 リットル、質量 20.8kg を実現し、SOHO や

オフィスのデスクサイドへの導入設置も容易になっ

ている。 

・ キ ヤ ノ ン の モ ノ ク ロ MFP 「 Satera 

MF4380dn/MF4370dn/MF4350d/MF4330d/D450」のシリ

ーズは、設置幅が 390mm と世界最小を実現し、コピ

ー、プリンター、スキャナー、ファクスを一体化し

た複合機としての設置性が高い。 

・ キ ヤ ノ ン の フ ル カ ラ ー MFP 「 Satera 

MF8350Cdn/MF8330Cdn/MF8050Cn/MF8030Cn 」 は 幅

430mm の コ ン パ ク ト さ で 、 「 Satera 

MF8350Cdn/MF8330Cdn」では、このサイズでモノクロ･

カラーともに 20 枚/分を実現している。 

・ブラザー工業のフルカラープリンター「HL-3040CN」 

は、LED 露光方式を採用したことによるプリントエ

ンジンの大幅な低背化により、国内最薄の高さ

250mm を実現している。また同じエンジンを採用し

たフルカラーMFP である「MFC-9120CN」及び

「DCP-9010CN」は、自動原稿送り装置を搭載しなが

ら高さ 401mm を実現し、オフィスの棚などの高さに

制限のある環境における設置性を確保している。 

 

2.2 低価格化 

初期導入コストに感度の高い SOHO 顧客への訴求力

を出すために、オープン価格の商品が多く発売された。

（モノクロプリンターで 4 機種、モノクロ MFP で 7 機

種、カラープリンターで 1 機種、カラーMFP で 8 機種） 

モノクロ機では実売価格が 1 万円台前半の商品が出る

ようになった。 

・商品カテゴリー別の価格推移を見ると、SOHO 向けと

される A4 で出力速度が 30 枚/分以下の商品では、

2008 年末から 2009 年末の 1 年間の平均で、フルカ
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ラーMFP が 20%、モノクロ MFP が 21%、モノクロプリ

ンターが 6%の価格低下を示した。（Source IDC） 

 

2.3 高機能化 

SOHO 向け商品であっても、ビジネスにおける出力の

効率向上を目指した高機能化が進んだ。 

機能面では、高速化（出力速度向上やファーストコ

ピータイムの短縮）、自動両面出力機能、ネットワー

ク対応、高画質化、セキュリティ対応、大型操作パネ

ルやオープンシステムアーキテクチャー搭載などがあ

る。各機能面での搭載機種を以下に紹介する。 

・シャープのフルカラーMFP 「MX-C310FX/C381FX」は

A4 のモノクロ/カラーそれぞれ 31/31 枚/分及び

38/38 枚/分の高速出力を実現し、「Mycros トナーHG

と小粒径 ES キャリア」の採用によりオフィス向け

A3 複合機と同等の高画質を提供している。またユー

ザビリティ面では｢MX-C381FX｣が 8.5 インチワイド

VGA カラー液晶パネル、｢MX-C310FX｣が 4.3 インチカ

ラー液晶を操作パネルに搭載し、多機能をやさしく

使いこなせるようになっている。更に「Sharp OSA」

の搭載により、各種アプリケーションを MFP 上で提

供できるなど、SOHO からオフィスまで幅広く活用で

きる。 

・ キ ヤ ノ ン の モ ノ ク ロ MFP 「 Satera 

MF4380dn/MF4370dn/MF4350d/MF4330d/D450」のシリ

ーズは、A4 のモノクロ文書を 22 枚/分で出力できる

とともに、薄型、軽量、省電力の CIS（コンタクト

イメージセンサー）と独自のオンデマンド定着方式

の採用によりファーストコピータイム 9 秒を実現し、

自動原稿送り装置の標準装備と合わせて業務効率改

善を支援している。また用紙量を低減できる両面コ

ピー機能を標準搭載し、用紙コストを削減しながら

ムダのないビジネス文書の作成が可能となっている。

（D450 を除く） 

・ブラザーの「MFC-8380DN/8890DW」は、A4 30 枚/分

の高速出力エンジンに、6in1（プリンター、コピー、

カラースキャナー、ファックス、PC ファックス、ネ

ットワーク）機能を搭載し、自動両面機能や無線 LAN

機能（8890DW のみ）など、充実した機能でビジネス

を支援する。またセキュリティ機能も充実しており、

セキュリティ機能ロック･セキュリティ IP フィルタ

ー･セキュリティ印刷･ファクスの誤送信防止･ID 印

刷･SSL 通信･すかし印刷などの多彩な機能に対応し

ている。 

・ キ ヤ ノ ン の フ ル カ ラ ー MFP 「 Satera 

MF8350Cdn/MF8330Cdn/MF8050Cn/MF8030Cn」は、オフ

ィス用カラー複合機「Color imageRUNNER」シリーズ

で培ってきた高画質技術や、多彩な機能を簡単に操

作できるスキャン機能を搭載している。更に、スキ

ャンした画像を軽いデータにまとめる高圧縮 PDF や、

テキストの全文検索が可能なサーチャブル PDF の生

成にも対応している。 

・キヤノンのフルカラープリンター「Satera LBP7700C」

は 4連タンデムエンジンを搭載して、モノクロ/カラ

ーともに A3 機に匹敵する 0 枚/分の高速出力を実現

し、自動両面出力も毎分 27 ページ/分と大量出力に

も応えている。また、アニメーションでプリンター

の状態を知らせるワイド LCD パネルを搭載して、ユ

ーザビリティを向上させている。また、オープンプ

ラットフォーム「MEAP-Lite」を搭載して、プリンタ

ーのカスタマイズをはじめとして用途に応じたセキ

ュリティを提供するなど各種の出力ソリューション

を実現できる。 

・リコーの「IPSiO SP C301SF」は、自動両面機能や情

報漏えいを抑止する機密印刷機能を搭載し、共有環

境においてもセキュリティを確保できる。また、画

質面でも 9,600dpi 相当ｘ600dpi の高画質出力を、

自動画像調整技術やオイルレストナーでサポートし

ている。 

・日本 HP の「Color LaserJet CM3530MFP シリーズ」

は、CM3530 シリーズは、カラー・モノクロ共に 30

枚/分（A4 タテ）の高速出力とハイパフォーマンス

をコンパクトな筐体に凝縮し、「HP インスタント・

オン・フュージング」でウォームアップ 0秒、高速

なファーストページ出力や出力ジョブの高速完了を

提供している。更に 3,600dpi 相当の解像度を実現す
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る「HP ImageREt（イメージレット） 3600」と、広

色域・忠実な色再現を実現する高光沢「HP 

ColorSphere（カラースフィア）トナー」により、一

般オフィスはもちろん、カタログやチラシなどの内

製化にも対応した高画質を提供している。 

 

2.4 環境性 

この分野での取り組みとしては、省エネルギーの取

り組み（低 TEC 値や低消費電力）や資源循環に配慮し

た部材の採用や回収プログラムの提供などがある。ま

た、静音設計なども職場環境の改善や設置性の向上に

向けた取り組みとしてあげることが出来る。 

・ キ ヤ ノ ン の モ ノ ク ロ M F P 「 S a t e r a 

MF4380dn/MF4370dn/MF4350d/MF4330d/D450」のシリ

ーズは、冷却ファンを内蔵する必要のない「ファン

レス設計」を採用しており、スタンバイ時には無音、

動作時の稼働音もきわめて静かで横からの排気も無

く、SOHO などの限られた設置スペースで両サイドを

壁に近づけて設置することも可能となっている。 

・NEC のモノクロプリンター「マルチライタ 5400N」

は、RoHS 指令に対応し、製造プロセスでの CO2 排出

量の削減を実現した重合トナーの採用に加えて、植

物(とうもろこし)由来成分を 30 重量%以上含む日本

バイオプラスチック協会（JBPA)認証のバイオプラス

チックを一部部品に採用している。また、エネルギ

ー消費の指標である TEC 値は、従来機比較で約 25%

削減した 2.45kWh を達成している。 

・リコーのモノクロプリンター「IPSiO SP 4210」は、

環境に配慮した新方式の「EC トナーカートリッジ」

を採用している。これはトナー以外のカートリッジ

部分の所有権はメーカーが保持して、顧客が使用後

のカートリッジを返却することで再資源化を促進す

るプログラムである。 

・カシオのフルカラープリンター「SPEEDIA V2000」は、

消費電力に相当する CO2 排出分について、トナー売

上金の一部を国連 CDM 理事会に登録された「温室効

果ガス削減プロジェクト」の「認証排出削減量（CER）」

を購入することで相殺する、カーボンオフセット付

きトナーと、使用済みカートリッジを無料回収・リ

ユースする「回収協力トナー」システムを採用し、

環境への配慮に加えて消耗品のコスト軽減も実現し

ている。 

・ 京 セ ラ ミ タ の モ ノ ク ロ MFP 「 ECOSYS 

LS-1128MFP/1028MFP」は、ドラムなどの主要部品を

長寿命化することで交換頻度を最小限に抑え、環境

への負荷を低減すると同時に、低ランニングコスト、

省エネルギーを実現する「ECOSYS コンセプト」を採

用している。これによって本体寿命約 20 万枚の高耐

久性を実現するとともに、通常使用においてはトナ

ー交換のみで使い続けることができる環境性と経済

性を両立している。 

 

2.5 その他 

SOHO 向け機器で特徴的な項目を以下に紹介する。 

・ キ ヤ ノ ン の モ ノ ク ロ MFP 「 Satera 

MF4380dn/MF4370dn/MF4350d/MF4330d/D450」のシリ

ーズは、「ID カードコピー機能」を搭載し、店舗の

カウンターなどで ID カードの両面を用紙の片面に

コピーすることができる。 

 

３．オフィス機器 

3.1 生産性 

生産性に関しては、プリントエンジンの出力生産性

のみならず、両面同時読み取りの採用、スキャナーユ

ニットの改良、光源の LED 化などにより読み取り生産

性の向上も活発に行われている。以下に代表的な事例

を紹介する。 

・キヤノンのフルカラーMFP 「imageRUNNER ADVANCE  

C7065」に搭載されているスキャナーは、独自開発の

小型高性能４カラーラインセンサー、被写界深度を

深くする独自の自由曲面ミラー、白色 LED 照明によ

り構成されており、300dpi の両面同時読み込みで、

カラー 140 ページ/分、モノクロ 200 ページ/分を達

成している。 

・リコーのフルカラーMFP 「Imagio MP C7501」 に搭

載されているスキャナーは小型で高速な 3カラー密
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着イメージセンサー（CIS: Contact Image Sensor）

を開発し、側端部に LED を配した導光体からなる照

明光源、当倍結像レンズアレイを組み合わせた構成

とした裏面読取部（第 2読取部）を ADF に搭載し、

200dpi の両面同時読み込みで、カラー 115 ページ/

分、モノクロ 125 ページ/分を達成している。 

・富士ゼロックスのフルカラーMFP 「ApeosPort-IV 

（DocuCentre-IV）C5570」 に搭載されているスキャ

ナーは照明光源にライン状に配置した LED アレイを

採用し、光の拡散技術を応用した導光体を組み合わ

せることにより、光量分布を均一化するとともに、

さらにデジタル補正技術を用いて 1台ずつ光の色を

補正して、より安定した読み取り画質を可能にし、

200dpi の読み込みで、カラー 70 ページ/分、モノク

ロ 70 ページ/分を達成している。 

 

3.2 小型化 

小型化という面では、書き込み光学系の小型化が進

んできており、以下に代表的な事例を紹介する。 

・LED プリントヘッドはコンパクト化に貢献する一方、

高画質化が困難という課題を克服するために富士ゼ

ロックスは露光制御技術「DELCIS」を開発し、高機

能 ASIC で LED 素子を集中制御。光量を補正すること

で 、 1,200 × 2,400dpi の 高 画 質 を 実 現 し 、

「ApeosPort-IV C5570」に搭載している。 

（1,200×2,400dpi の高解像度を実現したことなど

が評価され、日本画像学会「技術賞」を受賞してい

る。） 

・リコーの「imagio MP 9001」等は 4ビームレーザー

による書き込み方式により、スピーディーな連続コ

ピースピードを実現している。 

・コニカミノルタの「magicolor 7450 II」は自社開発

の超小型プリントヘッドを搭載。2本のレーザービ

ームによる同時照射も実現し、出力スピードの高速

化と本体サイズの小型化の両立を可能にしている。 

 

3.3 信頼性 

現像プロセスの信頼性向上としては、昨年に続きキ

ャリアを少量ずつ入れ替えて現像剤劣化を抑制する方

式が増えてきている。 

・コニカミノルタのフルカラーMFP 「bizhub C652”

のブラックトナーには、トナー補給と同時に新しい

キャリアを補給する「オートリファイニング現像方

式」が採用され、つねに現像器内のキャリアを新鮮

に保ち高画質な画像を長期間維持している。 

・京セラミタの「TASKalfa 500ci」は磁気ローラまで

は 2成分方式で処理し、その後は磁気ローラから現

像ローラへトナーを転移させてトナー薄層を形成さ

せた後、トナーをジャンプさせる 1成分方式のプロ

セスで現像を行う「インタラクティブタッチダウン

現像方式」の第 3世代システムを採用することによ

り、1成分現像方式の高画質と 2成分現像方式の耐

久性とを融合させた製品に仕上げている。 

・キヤノンの「Satera LBP9600C」は安定したトナー補

給に不可欠なドラムピッチを保つために各色のドラ

ムを斜めに配列するなどによりエンジンの高速化、

小型化、耐久性強化を追求している。 

・東芝テックの「e-STUDIO855」はトナーリサイクル、

及び、節約モードを搭載し、コピーコストの低減を

図っている。 

 

3.4 省エネルギー 

省エネルギーの取り組みとして、定着器を加熱する

際にウォームアップ時間を短くし電力を削減する、待

機状態での電力を削減する、溶け始める温度が低い低

融点トナーを開発する、光源に LED を採用する等が挙

げられる。 

定着器の加熱方式として、IH（電磁誘導加熱）方式、

セラミックヒーター方式、キャパシタ（蓄電デバイス）

方式があり、それらについて以下紹介する。 

IH 定着方式は、熱容量の小さいベルト等を IH コイ

ルで電磁誘導加熱する。予熱しておく必要がなく、ウ

ォームアップ時間を短くすることができる。 

・富士ゼロックスの「ApeosPort-Ⅳ C5570」では世界

最薄の非磁性金属の発熱層を内包する IH ベルトと

交番磁界を発生させる IH コイルを内部と外部の磁
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性部材で囲む独自の構成である。磁気結合度を向上

させ、電磁誘導による加熱効率をあげ、立ち上がり

時間 3秒を実現している。 

・パナソニックの「DP-C3040Z」では加熱ローラに一定

以上の温度上昇を抑える独自の整磁合金を採用して

いる。 

・更に、コニカミノルタの「bizhub C652」、リコーの

「imagio MP C3500RC」も IH 方式によりウォームア

ップ時間の短縮を実現している。 

・セラミックヒーター方式は、セラミックヒーターで

定着フィルムを直接加熱することで熱伝導を高めウ

ォームアップ時間を短くしている。この方式を採用

しているキヤノンは「オンデマンド定着方式」を開

発し、「imageRUNNER ADVANCE C5051」では立ち上が

時間 18 秒以下とともに待機時の消費電力 1W を実現

している。更に用紙サイズに対応する定着機冷却シ

ステムを設置し定着フィルム端部の温度上昇を防い

でいる。 

・また、リコーの「imagio MP7501SP」では独自の省エ

ネ技術「HYBRID QSU」技術を搭載している。待機時

に使用していた電力の一部を次世代大容量蓄電デバ

イスのキャパシタに蓄え、ウォームアップ時に有効

活用し、オフ／スリープモードからの復帰を 10 秒で

実現している。 

トナーからの省エネルギーの取り組みも進んでおり，

各社、低融点トナーの開発に注力している。定着器の

加熱方式の開発との組み合わせで、相乗的な電力削減

が実現できる。 

・富士ゼロックスの「ApeosPort-IV （DocuCentre-IV）

C5570」 が採用している「EA-Eco トナー」は化重合

樹脂粒子、顔料粒子、ワックス粒子を湿式中(水中)

で凝集・合一したワックス内包でオイルレスの EA

トナー（EA:Emulsion Aggregation)をベースとして

いる。帯電性や製造法に課題があり扱いにくいとさ

れていた温度に対してシャープに溶ける「シャープ

メルトポリエステル」と、緩慢に溶けるポリエステ

ルを独自の乳化凝集の技術によってトナー内部に最

適立体配置させることにより温度に対してシャープ

に粘度が変化する特性を持たせたトナーであり、従

来の EA トナーよりも 20℃以上低い定着温度を達成

している。 

また、スキャナーの読み取り光源を従来のキセノンラ

ンプから LED に置き換えることにより消費電力が低減

され、「imageRUNNER ADVANCE  C7065」、「Imagio MP 

C7501」、「ApeosPort-IV （DocuCentre-IV）C5570」

などが LED 光源を採用している。例えば、シャープの

「MX-M503N」では原稿読み取り部に LED 光源を採用す

ることにより、従来機に使用してきたキセノンランプ

に比べて光源の消費電力量を 68.7％削減することが

できている。 

 

3.5 環境対応 

環境対応として、環境規格の RoHS 指令、国際エネル

ギースタープログラム、グリーン購入法、エコマーク

への適合は当然のことであり、ここでは、環境負荷低

減のキーワードである 3R（Reduce、Reuse、Recycle）

について紹介する。 

各社、使用済み部品の回収による部品のリユース、

植物由来樹脂の製品への活用、交換部品の長寿命化、

小型軽量化による資源使用量の削減等の取り組みが挙

げられる。 

・リコーの「imagio MP C3500RC」では先進の技術によ

り再生処理を行った「リコンディショニング（ＲＣ）

機」である。再使用部品から新品と同等の品質基準

をクリアしたリユース部品を使用し、質量比で平均

80％のリユース部品使用率を実現している。 

・京セラミタの「KM-5035RC」では質量比で平均 90％

以上のリユース部品使用率を実現している。更にア

モルファスシリコンドラム等の長寿命部品を採用し、

部品の交換頻度を低減している。 

・コニカミノルタの「bizhub C360」シリーズでは、ト

ナーボトルの梱包箱サイズを従来機より黒トナーで

74％、CMY トナーで 67％もの大幅な小型化を実現し

た。さらに、分別廃棄可能な消耗品の設計など省資

源化を推進している。 

・プラスチック成形品に対する取り組みでは、リコー
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の「imagio MP 6001GP」では、とうもろこし等のバ

イオマス資源を原料にした植物由来プラスチックを

本体エンブレムのクリアカバーに採用し、ライフサ

イクルの中で排出されるCO2の削減に貢献している。 

・同様に富士ゼロックス 「ApeosPort-Ⅳ C5570」では、

とうもろこしの成分を重量の 30%以上含むバイオマ

スプラスチックをドラムカバーに使用している。 

その他、各社とも製品の小型軽量化等による資源使

用量の削減等の取り組みを行っている。 

 

3.6 トナーの技術動向 

トナーの改良も活発に行われており、製造方法で大

別される粉砕法トナーと重合法トナーが両立しており、

以下に代表的な事例を紹介する。 

・キヤノンのフルカラーMFP 「imageRUNNER ADVANCE  

C7065」 が採用している「pQ トナー」はワックス成

分や顔料を微細で均一に分散させてトナーの熱溶融

特性を向上させた「V（Vivid color）トナー」で培

った顔料微分散技術の採用により、色空間を拡大す

るとともにオイルレス定着、および、グロスの均一

化を可能とするとともに、トナー表面形状を改良し

て転写性を向上させている。 

・リコーの「imagio MP C7501」 が採用している「新

カラーPxP トナー」は独自の重合法（エステル伸長

重合法）によるオイルレスのトナーであり、均一な

微粒子がきめ細やかな高画質を実現している。 

・富士ゼロックスの「ApeosPort-IV （DocuCentre-IV）

C5570」 が採用している「EA-Eco トナー」は EA ト

ナー（EA:Emulsion Aggregation)をベースに、独自

の乳化凝集の技術により 20℃以上の低温化を達成

している。 

・コニカミノルタの「bizhub C652」が採用している「デ

ジタルトナーHD」は粒径 6.5μｍの重合法トナーで

ワックスや色材などの分子量、現像材を最適化する

とともに、粒子表面の平滑性をアップ。転写性能と

再現性の大幅な向上に成功している。 

・シャープの「MX-2301FN」が採用している「Mycros

トナーHG（HG：High Grade ）」はトナーの粒子を小

径化することでトナー消費量を減らしながら高精細

なフルカラー出力を実現する「Mycros トナー」をさ

らに進化させたトナーである。さらに、従来よりも

粒径が小さい「ES キャリア（ES：Excellent 

Stability）」を用いることにより均一性の高い表現

を可能としている。 

・京セラミタの「TASKalfa 552ci」が採用した新開発

の小粒径トナーは従来トナーに比べ、より小さく、

トナーひとつひとつをなめらかにすることにより、

画像精細度、色再現能力を向上させている。さらに、

新小粒径トナーは、低温での定着を可能にしている。 

・エプソンの「LP-S90000 オフィリオ」は小さい粒径

で高画質出力が可能な乳化重合トナーを採用。高精

細な出力に貢献するほか、従来機と比較してトナー

使用量が低減できるというメリットがある。 

・リコーの「imagio MP 6001GP」は従来の石油由来ト

ナーに代わる、環境負荷の少ないバイオマストナー

「for E トナー」を採用。使用済みのコピー用紙を

再生紙に再生する処理の過程で除去された紙面上の

トナーを焼却処分するとCO2となって排出されるが、

バイオマス成分が焼却される時に発生する CO2は、

原材料となる植物が育つ時に、大気より吸収した量

と同等であるため、地球の CO2を増加させないと言

われており、カーボンニュートラルの状態を目指し

ている。 

・また、京セラミタは、原材料の約 30％に植物由来原

料を採用したバイオマスカラートナーの開発に成功

したと発表している。 

 

3.7 その他 

オフィス分野の新製品で興味を引かれた項目を以下

に紹介する。 

・ユーザビリティ： 各社ともユニバーサルデザイン

の採用などユーザビリティの向上に注力しており、

車椅子などからの操作を容易にするチルト角可変操

作パネルを例に挙げると、「ApeosPort-IV C5570」,

コニカミノルタの「bizhub C652」 京セラミタの

「TASKalfa 650c」,パナソニック「C3040Z」等がチ
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ルト角可変操作パネルを搭載している。 

・USB メモリー： 簡便なメモリー媒体として広く普

及した USB メモリーに直接、ドキュメントデータな

どを保存、もしくは USB メモリーからドキュメント

データなどの読み込みを可能とする機種も活発に発

表されており、リコー「 imagio MP C5000it 」、富

士ゼロックス 「ApeosPort-IV （DocuCentre-IV）

C5570」,コニカミノルタ「bizhub C652」 京セラミ

タの「TASKalfa 650c」,東芝テックの「e-STUDIO855」、

シャープ「MX-2301FN」等が USB メモリーに対応して

いる。 

・長尺印刷： オフィス分野は A3 サイズのカットシー

ト紙が標準となっているが、長辺のサイズが 1000ｍ

ｍ前後の用紙に印刷を行う長尺印刷の機能を付加し

た製品が発表されており、キヤノン「Satera 

LBP9600C」、 コニカミノルタ「bizhub C652」 京セ

ラミタの「TASKalfa 650c」,パナソニック「C3040Z」

等が長尺印刷に対応している。 

・オフィス空間への改善も積極的に取り組まれており、

シャープは自然界にあるのと同じ＋と－のイオンを

プラズマ放電により作り出して放出し、浮遊ウィル

スを抑制し、浮遊カビ菌/アレル物質/付着したニオ

イを分解・除去する独自の空中除菌技術の「プラズ

マクラスターイオン発生装置」を「MX-5001FN」等の

デジタル複合機に搭載し、「快適なオフィス空間の

提供」を提案している。 

キヤノンの「imageRUNNER ADVANCE C5045」はコピー

やスキャンなど、本体を操作している時も排気の風

やにおいが気にならないように背面排気方式を採用

している。 

 

４．プロダクションプリンティング機器 

出力の用途は CP（商業印刷）、PFP、CRD、企業内印

刷に大別されている。これらの出力に要求される要件

より、この分野にはオフィス機器とは一線を画す高い

生産性、信頼性、高画質化が求められている。 

4.1 高生産性 

生産性は印刷速度の高速性のみならず、印刷後工程

の処理も含めた印刷フロー全体の生産性として考慮さ

れており、各社、製本を代表とする多彩なオプション

を準備している。 

4.1.1 プリントエンジンの高速化 

本年はモノクロプロダクション機が数多く発売され

た。キヤノン、コニカミノルタ、リコーがラインアッ

プを整え、各々90～135 枚/分程度の速度レンジを 3つ

のプリントエンジンでカバーしている。キヤノンの

「imagePRESS 1110/ 1125/ 1135」は 110/ 125/ 135

枚/分、コニカミノルタの「bizhub PRO 950/ 1051/ 1200」

は 90/ 105/ 120 枚/分、リコーの「RICOH Pro 907EX/ 

1107EX/ 1357EX」は 90/ 110/ 135 枚/分である。 

また、複数の作像部を直列に繋ぎ、両面出力の生産

性を 2倍に高める製品も発売された。 

・富士ゼロックスの「Nuvera 288 EA Perfecting 

Production System」は、「Nuvera 144 EA Digital 

Production System」（2008 年 1 月発売）をベース

にタンデムエンジン化し、カット紙で 288 ページ/

分の両面生産性を達成している。 

連続紙ではあるが、昨年までに発売された「Fuji Xerox 

490 Color Continuous Feed Printing System」、「Océ 

VarioStream 8550」、「Versamark VL2000」等もデュ

アルエンジンでの運用が可能となっている。 

4.1.2 後工程処理機能の充実 

表紙や仕切り紙の挿入、各種の折り、くるみ製本、

リング製本、断裁等の後処理オプションが充実してお

り、印刷フローの自動化を実現している。 

・キヤノンの「imagePRESS 1110/ 1125/ 1135」には、

製本時にカラーで印刷した出力物などを表紙や合紙

として挿入する「マルチインサーター・A1」、Z 折

り、内 3 つ折り、外 3 つ折り、4 つ折りの 4 通りの

折り加工が可能な「ペーパーフォールディングユニ

ット・E1」、製本から糊付け、三方断裁、積載まで

をインラインで可能とする「パーフェクトバインダ

ー・C1」等が準備されている。 

・コニカミノルタの「bizhub PRO 1051/ 1200」には、

観音折り、中折り・外三つ折り・内三つ折り・ダブ

ルパラレル・Z 折りの多彩な折り機能や 2 穴・3穴の
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パンチ処理機能を搭載した折り機「FD-503」、カバ

ー紙や挿入紙の大量給紙を可能とする PI-PFU キッ

ト「FA-501」、最大 50 枚・200 ページまでの小冊子

の中とじ製本と小口断裁を自動化した中とじ機

「SD-506 TypeB」、最大 300 枚・600 ページまたは

厚さ 30mm 以下のくるみ製本に対応するくるみ製本

機「PB-502/PB-503」が準備されている。 

・リコーの「RICOH Pro 907EX/ 1107EX/ 1357EX」、「RICOH 

Pro C900s」には、印刷後の用紙揃えから糊付け、く

るみ製本、断裁までの一連の加工を自動化するくる

み製本機「GB5000」、パンチ穴あけやリング綴じま

でを自動化できるリング製本機「RB5000」が装着で

きる。 

 

4.2 信頼性 

信頼性は連続稼動や大量出力に耐え得る堅牢性、多

様なメディアに対応する通紙信頼性、長期レンジに渡

る画質安定性の向上に対する取り組みが行われている。 

4.2.1 通紙信頼性 

給紙機構には、アート紙やコート紙といった平滑度

が高くミスフィードを起こしやすい塗工紙に対応する

ため、エアを用いる方式を採用した機器が多い。 

・キヤノンの「imagePRESS 1110/ 1125/ 1135」は本体

カセットおよび POD デッキ、マルチインサーターに

エア給紙機構を採用し、捌きや分離に数種類のエア

を吹き込み、用紙を分離させて重送を低減している。

さらに搬送ベルトにエア吸引ベルトを使用している。 

・コニカミノルタの「bizhub PRO 1051/ 1200」は全ト

レイにエアアシスト機能を、大容量給紙トレイ

「PF-703」には、エアによる吸引給紙方式を採用し

ている。エアアシスト機能による横側面からのエア

に加え、前側面からもエアを吹き込み、エアサクシ

ョンでベルトに用紙を吸着させて送り出す。 

・富士ゼロックスの「Nuvera 288 EA Perfecting 

Production System」は、あらかじめエアさばき機構

により用紙のさばき処理をしたのちに、「シャトル・

バキューム・フィーダー」で 1 枚だけを確実に送り

出す機構を全トレイに搭載し、安定した用紙送りを

実現している。 

・リコーもオプションの大量給紙トレイ「A3LCT 

RT5040」にエアアシスト機構を採用している。 

また、白紙の混入などの印刷ミスを防ぐため、ほと

んどの機器に超音波方式の重送検知機構が搭載されて

いる。キヤノンの「imagePRESS 1110/ 1125/ 1135」、

コニカミノルタの「bizhub PRO 1051/ 1200」、富士ゼ

ロックスの「Xerox iGen4 Press」、「Nuvera 288 EA 

Perfecting Production System」、リコーの「RICOH Pro 

907EX/ 1107EX/ 1357EX」、は本体に標準装備、キヤノ

ンの「iR-ADV C9075 PRO」、「iR-ADV C9065 PRO」に

はオプション設定が準備されている。リコーの「RICOH 

Pro C900s」は透過光方式の重送検知機構となっている。 

4.2.2 画質安定性 

電子写真方式の特徴として温湿度の影響、耐久によ

る変動がインクジェット方式に比較して大きいことが

上げられ、各社、画質安定性の向上に注力している。 

現像プロセスには、キャリアを少量ずつ入れ替えて

現像剤劣化を抑制する方式が採用されており、富士ゼ

ロックスの「Nuvera 288 EA Perfecting Production 

System」、リコーの「RICOH Pro C900s」に搭載されて

いる。富士ゼロックスの「Xerox iGen4 Press」では、

「キャリア・ディスペンス・システム」としてキャリ

アを単独で供給している。 

画像補正の機能も進化しており、富士ゼロックス

「Xerox iGen4 Press」のオート・デンシティ・コント

ロールシステムは、印刷上で問題視されている筋や汚

れが発生する前に検出して修正する新技術である。印

刷中に印刷濃度のムラや筋といった品質の不具合を自

動的に監視し、もしも印刷濃度にばらつきが検出され

ると、オペレーターの操作不要でデジタル補正し、濃

度のトーンがページ全体で均一になるようにするシス

テムとなっている。 

また本年は上市機種が無いが、Kodak の「NexPress」

シリーズでは、積極的に機器内の環境制御を行ってい

る。「Environmental Control System（ECS）」と称す

るエアコンが搭載され、機器内部の温湿度を 20℃

35%RH にコントロールしている。 
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4.3 高画質化 

出力物が情報伝達の用途に留まらず、特に CP、PFP

では出力物自体が商品となるため、高画質化にも注力

されている。 

4.3.1 表裏印字位置精度 

特に製本などにおいては、表裏の印字位置精度に対

する要求は高く、作像されたトナー画像の位置に合わ

せて用紙を移動させる方式が多く採用されている。 

・キヤノンの「imagePRESS 1110/ 1125/ 1135」は、高

速な用紙搬送を維持しながら、表裏の印字画像位置

を合わせる「高精度レジストレーション機構」を搭

載し、用紙斜行を補正した後、正規の搬送位置に用

紙を移動する。また両面印字の際は、画像定着時の

熱による用紙の伸縮をふまえ、裏面印字の際に画像

を縮小して描画することで、表裏の画像ズレを軽減

している。 

・富士ゼロックスの「Nuvera 288 EA Perfecting 

Production System」は、高速に走行している用紙の

位置と傾きを検出する検知技術と、感光体のトナー

画像位置に合わせて、用紙の位置と傾きを高い精度

で自動的に補正する用紙コントロール技術が、±

0.65mm の表裏見当を実現している。 

・リコーの「RICOH Pro C900s」は、スキューと横方向

のレジストを別々に制御する独自のレジスト調整機

構を搭載している。突き当て方式によりスキュー補

正精度が向上、イメージセンサーで用紙端部を検知

して補正量を検出し、レジストローラーを移動させ

ることで優れた横レジスト精度を実現している。 

4.3.2 画質向上と画質調整 

モノクロプロダクション機においても書き込み解像

度の向上が図られ、1200dpi が主流となった。キヤノ

ンの「imagePRESS 1110/ 1125/ 1135」、コニカミノル

タの「bizhub PRO 1051/ 1200」、リコーの「RICOH Pro 

907EX/ 1107EX/ 1357EX」がリアル 1200dpi を達成して

いる。 

富士ゼロックスの「Xerox iGen4 Press」はペーパー

パスにインライン分光光度計を組み込み、これまでオ

ペレーターが手作業で行なっていたリニアライゼーシ

ョン、カラープロファイリング、カラーシステムチェ

ックなどの重要な画質調整プロセスを自動化している。 

 

５．ワイドフォーマット機器 

A2 サイズを超え、主に図面出力等に使用される電子

写真プリンター、複合機を対象とした。 

近年、ワイドフォーマット機器においても、パーソ

ナル機器同様、カラー化、高画質化がますます図られ

ているが、新規なカラー機としてはインクジェット機

が主流であり、電子写真方式のカラー機は少ない。サ

イズとしては、各社、A0 サイズ機と A1 サイズ機が中

心である。出力速度としては、A0 サイズの出力として、

低速領域の 3 枚/分、中速領域の 5 枚/分、高速領域の

7 枚超/分といったラインナップを各社とも揃えてき

ている。 

近年の技術動向としては、電子写真技術として新規

な技術開発はさほど活発ではなく、主として、先年ま

でに発表されている技術をベースにマイナーチェンジ

した機種が多い。ただし、スキャン機能としては、モ

ノクロ機にもカラースキャナーを搭載し、ワイドフォ

ーマットのインクジェット機と組み合わせることで、

フルカラーコピーを可能とするものが各社ラインナッ

プされてきている。 

電子写真方式ワイドフォーマット機器において、本

年の新機種は、富士ゼロックスから発売された A1 サイ

ズ対応のデジタル複合機「DocuWide 2055」シリーズの

みである。 

本機種の特徴としては、IC カード認証機能や、コピ

ーやプリント全体の背景に「禁複写」等の文字列を印

刷できる複製管理機能等のセキュリティ対応を強化し

たこと、胴内排紙機構を採用し、用紙出力の前方また

は後方排紙が選択できる等、より使いやすさを向上さ

せたことが上げられる。 

本年の新機種に限られる話ではないが、この分野の

機器において、各電子写真プロセスに採用されている

技術、注目技術についても簡単にふれておく。 

まず帯電プロセスであるが、ほとんどの機種が、コ
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ロトロン、またはスコロトロンといったコロナ放電器

を採用しているが、富士ゼロックスの一部の機種のみ

が帯電ロールを使用している。また、感光体としては、

過去にはセレン系の感光体も用いられていたが、現在

では有機感光体が主流となっている。次に、露光プロ

セスであるが、これは全ての機種が LPH（LED Print 

Head）を採用している。ワイドフォーマット機器用の

露光装置としては、レーザーROS では露光装置が非常

に大型になってしまうことや、生産台数の少ないワイ

ドフォーマット機器では、光学設計が容易な LPH の方

が開発工数的に有利となる等がその理由であろう。現

像プロセスは、磁性、もしくは非磁性一成分現像、二

成分現像と、各機種、様々な技術を採用しているが、

その中でも特に特徴的なのは、KIP（桂川電機）の「HDP

（High Definition Print）技術」である 1)。これは、

「廃トナー」が発生しないクリーナーレスプロセス技

術であり、メンテナンス性の改善や、高解像 LPH、非

磁性トナー、オイルレスヒーターによりハイクオリテ

ィーなプリント出力を可能としている。転写プロセス

には、コロトロン転写を採用している機種が多いが、

富士ゼロックスのみ、転写ロールを採用している。定

着プロセスは、ほとんどの機種で 2 本ロール定着を採

用している。クリーニングプロセスには、前述の「HDP

技術」を除き、ほとんどの機種でブレードクリーニン

グを採用している。 

本年の新機種ではないが、KIP（桂川電機）から 2008

年 4 月に発売された「KIP Color 80」は、電子写真方

式を用いているワイドフォーマット機器で唯一のフル

カラー機であり、注目される機種である 1)。この機種

は、CMYK4 色の感光体ドラムで形成したトナー像を用

紙上で順次多重転写し、A0 サイズの普通紙に出力でき

るフルカラープリンターである。普通紙に出力できる

ため、一般的なインクジェット機に対し、ランニング

コスト、耐光性、耐水性の面で優位になるとされてい

る。 
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